
 

 

 

 

 

 

東部浄化センターにおける能動的運転管理の実施について 

１ 要旨 

東部浄化センターにおいて、栄養塩類管理計画素案（R8.9公表）に基づき、能動的運転

管理を試験的に実施する。 

２ 現状・背景 

○ 現在、関係局において、瀬戸内海環境保全特別措置法第12条の６に基づき、かき等を

対象生物とした栄養塩類管理計画について、令和８年度内の策定に向けて検討が進めら

れている。 

○ 令和８年９月に公表された計画素案においては、漁業利用があり栄養塩類が不足して

いる海域にある東部浄化センター及び沼田川浄化センターが能動的運転管理を実施する

施設として位置付けられている。 

３ 取組の概要 

 ○ 東部浄化センターについては、計画策定後の能動的運転管理の円滑な実施に向けて、

今年度下半期に、能動的運転管理を試験的に実施する。 

 【実施内容】 

海 域 広島湾北部 

施 設 東部浄化センター  排水量：91,727㎥/日 ※令和７年度実績 

期 間 令和８年 10月～令和９年３月 ※準備、移行、回復期含む 

方法等 

・ 放流水質について、排出基準の上限を超えないよう、栄養塩類（窒素）

濃度を高める能動的運転管理を実施 

・ 赤潮等が発生した場合は、能動的運転管理を中止 

・ 能動的運転管理終了後、その結果を環境県民局環境保全課へ報告 

    

   

 

○ 沼田川浄化センターについては、流入水の水質の変動が大きいことから、現在、その

特性を踏まえた能動的運転管理の適切な実施方法を検討しており、来年度以降の実施に

向けて、引き続き検討を進める。 

【能動的運転管理（イメージ）】 
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